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§1，はじめに

　Reference　W．　orkということが図書館業

，務の一分野として位置づけられ，しかも

Service部門の最先端としてなにやらカッ

コイイ仕事として司書の道を志す人たちの

憧れ（？）の職場であった。は一昔前の話で

、あったろうか。現在，公共図書館をはじめ

大学図書館で1も，参考係をL応は置いてい

ないところは殆んどないのではないかと思

う。、・しかし，Reference　Work＿Serv．

iceがその機関の中でどう位置づけられて

．いるかは，全くその所属の機関によってpe　一

．なっているρではないであろうか。各館共

通に考えられるReferenceというのは存

』在しないようだというのが，この二・三年

現在の職場で参考業務らしきものの一部を

扱ってきている私の最近の感想である。，

§2．文献センターの業務内容

’　私の勤務する一橋大学経済研究所日本経

　済統計文献センターは特殊組織でもあり，、

　同種の神戸大学の経営分析文献センターな

どは，「専門図書館めぐり」や「大学要覧」

等にも紹介されてよく知られているのに比

し，当ヤンターにつvlては案外知られてい

ない、ようであるのでジはじめにその業務の

概要を説明しなけれぽならないと思う6一

　当センターは，その名称の示す通り一国

立大学の附置研究所に所属する文部省所轄

の一研究施設で，：予算定員8名（教授・助教

授も含む），通常年間函書費総額約5～600

万円にすぎない温く小さな調査資料機関に

すぎないみしかし，名称にも附されている

　「文献センター」制度は，日本学術会議の

勧告の下に昭和38年度より発足した新しい

研究組織で，国立大学の内に附設されては

いるが，その大学のための施設ではなくt．

全国の研究者を対象とし，通常大学の附属

図書館等資料施設が非公開であるのに反

し，公開を原則として（それが設：立の目的の

．一ﾂでもある）設置されたものであり，現

在，当センターの他に，上記の「経営分析

センター」をはじめ，外国法・東洋学の各

センターがあり，その担当の研究分野の調

査研究・資料収集に努めている。

　・各センターとも法制化から発足当初は，

組織・機構・資料整備．・事業活動計再と大

々的構想の下に整備作業に着手されたよう

であるが，最近はその後の文部省の方針か
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各機関ともほぼ前述の当センターの定員規

模と同等のところで固定化してきている感

がある。当センタ」の場合，資料関連業務

た携わっている職員は，5．5名（内1．5名は

定員外雇用）で，この内から更に0．5名分は

一般総務的事務にとられている。実質5名

で資料・文献の選書・収集から閲覧・1複：写

業務にそして参考業務も行なっている訳で

ある。当経済研究所のr研究所要覧』に記

載されている当センターの組織一業務の図

を掲げてみる。

センター主任一
（センター長任命の教授）

一基礎データ整備ユ，ニ

　ット

ー加工データ整備ユニー
　ット

ー一搆vデータ情報調査、・

　　　　　一庶務・会計

　　　　　一受入・整理

一事務室一7閲覧

　　　　　77ec写
　　　　　t一参考業務』

　上掲の図にある「統計データ情報調査」

ほ，当センターi独特の作業であるめで概要

『を述べると，明治以降の統計調査の制度お

よび各統計調査の精度を調査する目的で，

’各調査の法規・調査要綱類・調査票様式・

集計様式から公表形態等についての調査を，

行なうもので，勿論その成果は参考業務に

利用できるものであるが，・一応参考業務と

は別個の作業どして規定されているqその

具体的作業は，．

　ユ．　明治より現在までの主に中果官庁に

よる統計調査につき，その調査設計を明ら

かにし，D・t・の鞭をはかるkめ・各調、『

査のマニュアルてManua1），すなわち，法

令・遇達・通牒類から調奪票・集計表更に

実施に際して9）質疑文書等の体系的整備。

　2i’主要統計資料類の体系的収集のため

．・ ﾌ調査およびその所在調奪。

　3．当センターのデータ部門で行なつで

いるデータ整備作業に必要な資料の調査お・

よび収集。

　現在までに行なってきているものほ，

a．取引所開設より1975年ま一でO．証券価

　格データの整合一分析のための証券関

　係原資料の調査・収集。

b．主に明治42年を中心にして，明治か

　ら戦中の吝企業購務諸表による経営分

析データ嘘創こ必要な輝峠顔
　料の調査．・収集。

c．　明治期（特に17年以前中心）の経済統

　計資料の資料調査・解題書誌作成のた

　めの資料・文献の収集。’

となっている。

　資料事務部門の業務について述1べれば・

当センターの資料収集対象領域は「日本経

済に関する社会・経済統計資料およびその1

実証的研究文献」ということになっている

が，． 梠纉I区分を幕末以降とし，Histori－

cal　Analysis’ �ﾜむ（どちらかと云えばジ

現在のところはこの方が現状分析よ．りも重

要視されている）一方，Data　Ba磁に関す

る研究も行なうことになっているため，収：

集の対象となる資料および文献は広範囲に

汎っている6

　毛ソタ，設立以来，十年余を経てRefer・

enceについて云えば，どうやら業務形態

も軌道仁乗り，学内・外研究老に多少とも

存在を認められてき？つあり，、利用者もふ

えつbあるようであるが，Referenceを要

求される領域は圧倒的に戦前期～戦中の統

計調査のDataまたは調査資料に関する・も

のである。

　前センター主任（1．978．4現在）の方針とし

て，資料係職員は一応皆簡単なReference

業務は取り扱えるようにという，ことで，’当
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センターでに係とし’c特に「参考係」を制

度化していない。その故に，参考業務に係

わる記録・統計も業務記録として確立され

ていない。Fefer町ceの受付形態は，口答

’によるものが圧倒的であるが，電話にし

ろ，直接にしろ口答によるもの嶋受付の

つど即時回答できるものはその場で答え，

記録は残ざれない。調査に時間を要し，後

刻回答の場合も同様でメモなどは処理され

、，てしまう。文書による問い合せば稀にある

が，回答の控は特に残されてはいないよ

うである。最近，図書整理作業の面かち．

Staff　Manua1の必要性が問題となってぎ

ており，参考業務についても，その処理法

・Toolsの認識の必要性が考えられはじめ

てきているところである。

§3．参考業務の状況

1．業務の内容

　Reference　Workの内容として，’r図書

館ハンド・ブック」等ものの本には，利用

案内一Guidanceから書誌作成更に文献複

写までもあげられているが，私の扱ってい

る箪囲は・その中でReferenceの中核とさ

れ／tている’　lnformationの中のDocument－

Retrieval一統計IDataにかかわるあらゆ

る文献情報の提供である。　　　，、

　大別すれば，

　A．特定資料または文献（刊行物）の、探

　　索。所蔵・所在調査（学内’e外）および

　　時には資料提供（現物セごよる収集・調達

　　・複写一Xerox・M．F．　etc．一調達

　　・複写の場合は借用・申請手続。）（以

　　下同じ）

　B．Aめ資料がSerialなものの場合は

　　　その連続性・系列資料の調査。

　　C．ある求められるDataについての資’．

　　　料情報およびそのTiine　Seriesにつ

　　　いての調査。

　　D．ある求められる統計調査についての

　　　解説。調査の方法一制度・精度等。

　　E．あるテーマに対する資料・文献の調

　　　査。これは広義の漠然としたものから

　　　具体的細密なものまで。

　　であるが，学内研究者から寄せられる質

　問の圧倒的多数はAのCaseで，また憎般・

　的だもAまたはその拡大としてのBのこと

　が多い。院生・学生の場合は，CまたはDx

　のこともかなりある。学外（海外も含む）か

　らの問い合せにはEのものが多い。時代区

　分からみると戦前期に関するものが90％，

　学生では戦後についてと半々という之ころ

t一であろうか。利用者ぽ研究者（学内・外およ

　び個人’i機関）が85％，院生・学生が15％と

　いう感じである。（正確な記録がないから

　上述のζとはあくまですべて推定であるこ

　とを附言しておく。）

2．　依頼される調査内容

　前述の如く記録がないので私のところで．，

処理したものの中からいくつかを参考事例

として列挙してみるだけである。，

　A・Bについては大小種々雑多一あら

ゆる統計資料についてと云っても大袈裟で

はないというどとちで省略し，C以下につ

いてあげてみる。（同系統のものVik一一一即し

た。）　　　　　　・　　　・L

　O明治期の日本の人口統計資料。調査・

　　刊行物の状況，’所蔵状況。

　○朝鮮（僻目本植民地期）の人口統計につ

　　いて。

　○幕末から明治初めの武士階層の人口数
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　・その構成。

○旧海軍工廠についての資料，特セと機械

部門噸レてその技術的問題および職

！工・技術者の雇用・賃金等労働状況「・

　養成について。：

○明治期日本の正業化・．都市化についで

　地域性の分析を行なう材料として使い

　たいのだが，陸軍省の行なっていた

　「徽発物件」に関する調査があるそう

　だが，その調査の内容・沿革・．資料の

　状況およびその収集を行なう・としたら

　費用㊧概算。

　またs’．この調査の部分的利用として，

　・六大都市にかかわる分だげの人口の

　　Dataを集めたい。

〆・ ?ﾔについrcのP・t・を一

　r物価についてのDataをk

O明治12・13年頃に丁人民常食調査」と

　いうのがあるそうだが，その正確な内

　容を一刊行の有無・Dataの発表有
’無etc．。

○現行各種物価指数の調査・加工方法の・

　沿革等。

一〇国勢調査を中心としく，職業名の指定

　Qされ方。wa業重t，『は産業分類されて

　いる人口数の具体的内容。例えば，家

　族の取り扱い。老人？子供の場合等は

　算入されているのか否か。

Or延喜式』の内に当時の京から各主要

　地方への旅程・運送賃銭についての記

　事があるということであるが，調査し

　て欲しいQ’、（延喜式のどこに記載され

　で㌔・るのか・）忌’

○目高で行．なわれたま準に行なわれてい

　る統計調査の刊行資料め英文名。Ad・

　thorizeされているのがあるが。、

この値学外からので多いものは，

’、　「町村是」資料

　「府県勧業年報」

　「府県統計書」（主に戦前）

　・旧植民地（満州も含めて）に関する調

　　査資料

め本学における所蔵状況調査・（時には所

在調査も）。

3．調査回答の方法一Reference　“

　Toolsについて

　通常Reference　Booksとして掲げられ

ているものについて評価してみると，

　a．書誌。　これは種々雑多・精粗さま

．ざまでかなり使えるものから無用の長物

’のもめまで量は多い。ある主題に関して、

　め全体像を把握してみるのによK，　）。但

　し，資料名と調査名が混同して扱われて

　いることが多く，また年次についても内

　容年・刊年・回次年等が混乱して記載さ

　れているので注意を要する。

　b．索引。　こと統計調査に：ついては，

　私見では殆んど使えたことがない。索引

　忌月は帯に短かしたすきに長し的で中塗

　半端なことカ1多く，調査名・資料名への

　検索も不十分である。

　c．年表。　これも精粗あり．t記載事項

　にミスがあるものが往々みられる。また，

　重要項目で記載もれのものも多い。作成，

　回り見解にもよるのであろうが，Ref号r一・

　ence　Toolsとしてはどうであろうか。

　d。　目録類。所在目録には誤記（ミスプ

　りか）が往々みられるが，資料の存在を

　示す確かな手がかりとして（現在はたと

　え行方不明本であっても，かつては存在

　，していたことの証明になる）所在・所蔵訂

　録は一番よく使用するReference　Book

　である。　　．　　、　ザ

　e．’研究書に所載されている参考文献・

一一　18　一一一



　引用文献目録。　評価ゐある研究書に用

　いられている引用文献・参考文献は大い

　に注目に価する。．．また，，・そのDataや資’

　泊め存在を示す手がかわとして有用であ

　る。　，層　層・　　　　　　「

　d．この他に，Reference　Bookではな・

　いが，いわφる統計調査史の研究書をは

　ずすことは出来ない。内容的には年表ま

　たは解題書誌と同じ意味で利用できる。

　それ故また年表等と同じ利用上の注意を

　要するし，更にこれらより収録されてい．

　る項目・調査資料の数は少なくなる。直

　接のToo1というより担当考9）参考書と

　いう意味で重要である。

　　　　　　　　　　　x

　上記聯存Tgolsの補完材料と’して自家製

．で備えているものについて述べると，各調

査の調査報告書には，1’その調査め沿革や調

査方法についてかなり丁寧に記述している

ものもあり，また，統計調査関係雑誌の中

には個々の調査についての記事・論文等が

多くある。’これらをCopyして主題分類

　（大分類一例えぽ労働とか農林業とか）

し，量が多いものは更にその中を調査毎で

整理してfileし，備え付けている。

4．参考業務と係わる日常作業

　一般の文献調査と異なる統計のDataの

Referenceの特殊性として，統計調査名と

公：刊された時の資料名との相異や発表形式

の変更ということが往々にある。また，調査

されても未公表のもの，集計の途中で廃止

となるもの・Serialな調査で年次の塗中で

調査方式の変更となるもの等々，単なる編

者名の変更や資料名の変更などは日常茶飯

事みたいなものであるが，こめ知り問題に

関して上掲の、Reference　Books類で十全

た答えうるものは全くに近くないと云っセ，

よいのではなかろうか。更に，一つの主題

1に関して同種の調査が複数存在する場合の’

Dataの異同・信頼度についてReferencer』

としては，一応は答えられるだけのものを

持たなければなるまい。そして，質問者の

・意図するところを察知し，『目的にかなった

資料を提供することが要求される。質問者．

の最終目的は求めたい（知りたい）Dataに

ある。上掲のユセ『述べた種別の内Cた係わ

’ることで，ある文献中に引用Dataとして

掲げられているpataの原：Data・原典を知

りたい，入手したいという場合がよくあ

る。しかし，多くの文献は引用文献の正確

な名称が記載されておらず，○○調とか△、

△調査とか編者・調査者名または調査名の’

みを掲げでいること多く，，この場合，原資

料の探索に際し，参考となるRe蜜erence

Bank・はないと云える。甚だ図書館屋らし

くないやり方であるが，、自分の知識の集積

と感を勧に見当を？け・現物探し出
　　　レ　　　　　　　　　　　　　キ

し，Daモaのつき合せをしてみて，はじめ

て「これです」と回答できる状態である。

　別表は，当センターで最近刊行したある

解題書誌の作業過程を図示したも，のであ

る。このように大々的に人手も時間もかけ

る余裕はないが，日常の中で集めた知識・

情報をそのつどメモに採iり，カt一ド化して

集積している。その方式は，資料としての

変遷と調査としての沿革・調査内容を一種

の’Jードに納あることはかえって混乱する，

ため，大型（京大式程度）カードを二種類備

え，資料用カード（特注）には資料名・編者

名の変遷から回心・年次・刊年め書誌忌事・

項と所在箇所のみを記入し，もう一種のカ

ードにぽその調査の梗概・変遷6根拠法・’

参考文献があれぽその文献名匠を記入し，

先のカ≒ドと三組にして，大ざっぱな編考
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’　　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　別　　表　　　信

『明治前期日本経済統計解題書誌』作業流れ図（フ：一・チャート）
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名でfileしてある。これをMaincardに

して補助として主題（大分類程度）で検索す

る中型カードを置き，詳細については大型

カードへ参照させるようにしている。この

カード方式は主要統計書および作業中の工

臨期資料等についてのみ作成されていて，

他の分野については進行中というところで

ある。

§4．おわりに

　以上，当文献セγターにおける参考業務

の実状を紹介してみたが，Reference　Work

がReference　S¢rvicgとして確立しえな

，いのは，担当者（資料部巨㍗））の心構えも重

要であろうが，関係上司（事務局も教官も，

吏にその上部も含めて）の資料業務への理

，解，特にReference　9）意i義1，こついての認

識一ひいては図書館サービスの把握の仕

方に一部の要因がないとは云えないのでは’「

なかろうか。

　文献センターが，、r全国共同利用研究施

設」ならぽ，閲覧一図書利用に係わるRef－

erence業務というものカミもっと認識され

て然るべきだと愚念ずるのであるが，他の

業務については一回責任の所在は確定され

ており，支障なく（？）運営されているのに

対し，参考業務に関しては，回れが何につ

いてどう処理したか，難しい質問の場合，

未回答で済ましたか，不明としたか，不明

乏した場合の処理方法は把握できないのが

現状である。責任体制の未確立ということ

は，外部からの利用がまだまだ少ないとい

うことにも大きな肇因はあろうと峠思う

が，そのまた原因を作るものとしても，大

学内におげるセンターの位置づけが不十分

である，というよりはつきりしていないと

ころに一番の問題があるように思われる。

経常経費として文部省より査定配分される

校費の少ないこと・資料要員の不足・Staff　’

養成の問題等々毎年問題とされ，次年度へ

の課題とされ，つみ残されて山積していく

問題は多い。「ｻれもこれも，文献センター

は大学図書館なのか，．専門図書館なのか，

はたまた時定研究者の：ための資料補助機関

にすぎないのか。附属図書館からはマ・子

のようにみられ，研究所内では資料室の一・

Branch程度にみられなくもない。他の四

三シターでは，この問題はどう解釈7解決

されているのか，あるいは初めから当所の

ような問題は存在していないのかも∫しれな

いが，不勉強で私は知らない。しかし，当

所に限るて云えば大学全体の内での位置

・研究所内での本体との関係・センタr内

での資料部門とデー汐部門どの関係等どれ

も設立当初の理念とはそれた方向に進んで

いるように思われてならない。そもそも，

そ，うゆう点を十分に討議レつくした上で設

置が承認されたものかどうかも疑問とせざ

るをえないがうしかし，資料担当の，』しか

もReferenceという利用者と第一番に面

し，人的接触をもつ作業の一端を担当する

者としては，’全国全研究者を対象とすると

いう当初のセンターの理念（理想かもしれ

ない）が時には強く思い出させられるので

ある・’

　私が，いわゆる図書館界の活動場から離

れて久しい。最近の図書館界の動向にも・全

くうとく，当センターのような特殊専門資

料機関が図書館界の中で未だ片端的存在な

のか，または近年の情報化社会の動向の中

で注目される存在になつ｝ときているのか全

く知らないが，この大量情報氾濫化の中で『

専門資料機関，それも特に学術研究者を対
　　　　　　　　　　　　　　　に象とする資料機関としてのServiceぼどう
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考えられるのか，よく考えてみたいと思っ

ている。

　現センター方式に対する一つの対立組織

として文部省によって直轄機関として設置

された「国文学三三資料館」の方式と現セ

ンターの方式と・どちち炉共同利用資料施

設としての役割を十全にはたしうるも・め

か，前者の今後の方向に注目したいところ

である。

　附録としそ，ζれまで統計資料参考文献

として，当センタ・一で刊行した書誌・目録一

を掲載する。

　○郡是両三是調査書所在目録昭和39．

　○府県勧業年報所在目録　昭和41．一

　〇目窪経済文献目録　No．1．社会保障

、、、@（1945～ユ967）昭和43．12

○一橋大学所蔵’ ｾ治以降本邦経済統計調

　　査マニュアル目録（第一輯）昭和47．3

0明治前期日本経済統計解題書誌　富国強

　　兵篇（上の1），（下）昭和49．3／51．3

0統計資料マイクゴ・フィ）ルム目録一日

　　本経済統計文献セ．ンター所蔵分一第

　　一巻　昭和52．3・
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　一橋大学統計資料整備センター編

　・一橋大学所蔵統計資料目録　（予備版）

　　　V・1・．ユ74　・昭和35・3／38β．4冊

　・一橋大学附属図書館統計文庫目録　第

　　一三，第二輯　昭和37．3／38．3　2冊

　・家計調査資料目録　昭和43．3
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